
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    22001133 年年 1111 月月発発行行  VVooll..2299  

  

●●放放課課後後学学習習支支援援事事業業  「「ゆゆめめのの木木教教室室」」          ●●青青少少年年のの健健全全育育成成ののたためめのの事事業業  

小小中中学学生生：：月月曜曜日日～～金金曜曜日日  午午後後 22 時時～～66 時時      問問題題をを抱抱ええたた子子どどももととそそのの家家族族にに対対しし  

●●青青少少年年のの自自立立支支援援事事業業  「「そそらら」」                                              随随時時相相談談･･援援助助をを行行ななうう  

水水曜曜日日：：午午後後 66 時時 3300 分分～～88 時時 3300 分分              ●●交交流流会会    奇奇数数月月第第 44 土土曜曜日日午午後後 66 時時～～88 時時    

9 月の交流会も保護者や子どもがたくさん集まり、にぎやかな交流会となりました。 

 

保護者との懇談では、ゆめの木卒業生の高校生 2名を迎え、高校進学についての話し合いを行い

ました。受験までにどのような学習をしたか、また効果的な学習方法など、卒業生ならではの視

点の貴重な意見を聞くことができました。 

 

交 流 会 

交流会 

平成 25 年 9月交流会 

保護者との懇談会 「高校生への質問」 

 

Ｑ：どうして勉強をしなければいけないと思ったか。 

Ａ：遊んでばかりの友達も周りにいたが、モデルとなる先生がいたことは大きいと思う。親

に言われたから勉強するのではなく、行きたい学校、就きたい職業、尊敬する人など目

標があるとがんばれる。 

Ｑ：高校の勉強はどうか。 

Ａ：中学校で基礎をしっかりやっておかないと厳しい。何か 1 教科でも得意な科目があると

いい。自分は英語が得意だから英語だけは 1番を取りたかった。 

Ｑ：保護者に伝えたいことはあるか。 

Ａ：家で「勉強、勉強」と言われるとやる気をなくす。強要されても嫌になるだけ。テレビ

の音量を下げるだとかバランスの良い食事を用意してくれるだとか、さりげなく応援し

てくれるとうれしい。 

Ｑ：「ゆめの木」の子どもたちに一言 

Ａ：自分が高校・大学へ行きたいと思うなら勉強を 

  頑張るべき。親に言われたから、親が進学を希望 

するからという理由では、高校へ行っても中退 

する可能性が高いし後悔することになる。 

大学へいかなくても専門学校へいって好きな 

職業に付くことができると思う。 

 



  

 

 

 

                               

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

平成 25年度「そら」後期は青少年が定期的に集まり、将来、職業、恋

愛などについて話し合いました。青少年パパ＆ママの子育ての報告＆

相談も多く、子育て経験豊富なスタッフが大活躍でした。 

中学生も「そら」の時間を有効活用し、黙々と学習に取り組む姿がみ

られました。試験前にはいつも遅くまで中学生ががんばっています。

青少年＆中学生＆「そら」の青少年の子どもたちといつもにぎやかな

「そら」です。 

平成 25年 10月 3日(木)「そら」報告 

「そら」のスタッフと青少年が手料理

を作り、持ってきてくれました。ちょっ

としたホームパーティ！ 

 次年度、「ゆめの木教室」「そら」に

参加していた子どもたちの子ども 3 人が

新 1 年生になります。今夜は、小学校に

入学する前に、たくさん絵本を読んで聞

かせることを薦めました。 

平成 25年 10月 24日(木)「そら」報告 

乳児 K くんの日本語と母語教育につ

いて話し合いました。 

保見団地も他地域と同様に国際結婚

が増えてきています。 

日本語と母語の両方を 

伸ばしてあげられると 

いいですね。 

「そら」の中学生がみんなに 

ポップコーンを作ってくれました。 

既製品ではなくとうもろこし＆油を 

鍋に入れてつくる 

フレッシュなポップ 

コーンは「そら」で 

大人気でした。 

今年のゆめの木教室は、小学生 22名、中学生 11名の大所帯です。

「静かな環境で勉強したい」の思いとはうらはらに、本当ににぎや

かな毎日です。 

教科書を音読している声、宿題の内容をスタッフに説明している 

声、下校途中でもめた事をまだ言い争っている声に交じって「静

かにしなさい！」「ちゃんと座りなさい！」など子どもを注意するスタッフの声。30 人近い

人数がそろうと本当ににぎやかです。 

そんな中、子どもたちの成長を垣間見ることがあります。スタッフの数が少なくて子ども

一人一人についていられない時に、大きい子が低学年の子の音読を聞いてあげたり、計算の

仕方を教えてくれたりする姿がみられます。 

また、そんな元気いっぱいの子どもたちでも、ときどき暗い顔をしていたりすごく攻撃的な

言動をとったりする子がいます。そんな時にはスタッフが静かな場所でじっくり話をする時

間を作って子どもたちと向き合うようにしています。 

 

第 12 回 NPO法人子どもの国通常総会 

今年もたくさんの関係者に参加していただき、無事総会を

終えることができました。総会後の交流会では、保護者の質

問一つ一つに丁寧に答えていただき、保護者・スタッフ共々

貴重な情報や意見を聞くことができました。 

 

 

「ゆめの木教室」の子ども８名が、 

中京大学祭へ行ってきました。 

大学生の案内のもと、コメディア 

ンのトークショーを見たり、屋台で 

おいしいものを食べたりして楽しい 

一日となりました。大学を身近な 

ものに感じたと思います。 


